
大
津
市
木
下
町
の
和
田
神
社
で
、
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
雅
楽
の
伝
統
を
守

ろ
う
と
、
宮
司
や
氏
子
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
約
６
年
前
か
ら
雅
楽
の
演
奏

を
学
ん
で
い
る
。
祭
礼
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
は
市
内
の
小
学
校
で
演
奏
す
る
な
ど
活

動
の
場
を
広
げ
て
お
り
、

「日
本
古
来
の
音
を
後
世
に
伝
え
た
い
」
と
熱
心
に
稽
古

に
励
ん
で
い
る
。

７
日

初
の
演
奏
会
出
演

大滓・和田神社 氏子 ら稽古 に熱

７
世
紀
後
半
の
創
建
と
伝

わ
る
同
神
社
で
は
代
々
、
氏

子
ら
に
よ
る
雅
楽
会

「雅
尚

〈
ご

が
あ
り
、
親
か
ら
子
ヘ

楽
器
や
技
法
が
口
伝
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
近

年
は
、
奏
者
が
高
齢
化
し
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な

っ

て
い
た
。

２
０
０
７
年
夏
、

「伝
統

を
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け
な

い
」
と
、嶽
山
修
平
宮
司
（
３３
）

が
、
地
域
住
民
や
雅
楽
に
関

心
の
あ
る
若
い
世
代
の
人
た

ち
に
呼
び
掛
け
、
雅
尚
会
の

奏
者
に
演
奏
を
習
い
始
め

た
。雅

楽
の
世
界
で
は

「笙
３

年
、
龍
笛
５
年
、
筆
築
７
年

練
習
に
励
む
嶽
山
宮
司

（前

列
左
か
ら
３
人
目
）
と
奏
和

会
の
メ
ン
バ
ー

（大
津
市
木

下
町

・
和
田
神
社
）

ま
だ
鳴
ら
ん
」
と
言
わ
れ
、

習
得
が
非
常
に
難
し
い
と
さ

れ
る
。
そ
れ
で
も
、
３
年
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
次
第
に
形

に
な
り
、
昨
年
■
月
に

「奏

和
〈
ご

と
し
て
本
格
的
に
活

動
を
開
始
し
た
。

２０
～
３０
歳
代
の
主
婦
や
会

社
員
ら
１６
人
で
、
毎
週
金
曜

夜
に
稽
古
を
重
ね
て
い
る
。

氏
子
役
員
ら
の
理
解
も
得

て
、
同

神
社
の
例
祭
な
ど

年
間
１０
回

ほ
ど
演
奏
。
昨

年
は
、
青
山
小
な
ど
市
内
の

２
校
で
、
音

楽
の
授
業
の

一
環
と
し
て
演
奏
を
披
露
し

た
。嶽

山
宮
司
は

「お
祭
り
で

も
Ｃ
Ｄ
を
使
う
神
社
も
あ
る

が
、
生
演
奏
の
伝
統
を
守
り

た
い
。
人
々
の
祈
り
に
寄
り

添

っ
て
き
た
雅
楽
の
魅
力
を

知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
語

る
。７

日
午
後
■
時
半
か
ら
、

同
市
小
関
町
の

「な
が
ら
の

座

・
座
」
で
、
初
め
て
の
本

格
的
な
演
奏
会
に
出
演
。
多

く
の
神
事
で
演
奏
さ
れ
る

「越
殿
楽
」
や
、
現
代
の
ヒ

ッ
ト
曲
を
雅
楽
に
編
曲
し
た

作
品
な
ど
を
披
露
す
る
。
入

場
料
３
千
円
。
先
着
４０
人
で

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

な
が
ら
の
座

・
座
電
話
兼

フ
ァ
ク
ス
０
７
７
（
５
２
２
）

２
９
２
６
。

（
森
山
敦
子
）


